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『第32回（令和6年度）一筆啓上賞顕賞式の様子』



重次の手紙をモチーフに、日本の手紙文化
の復権を目指そうと「一筆啓上賞」が始まり
ました。40文字の短い文に込められた思い
が、多くの人々の心を動かし、共感を得たか
らこそ、今日まで続いています。
住友家初代の住友政友が丸岡出身であった
ことから、住友グループ広報委員会が特別後
援をしています。
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徳川家康の功臣で鬼作左の勇名をとどろかせた本多
作左衛門重次が、陣中から妻に宛てた手紙文『一筆
啓上 火の用心 お仙泣かすな 馬肥せ』は、用件を簡
潔明瞭に伝えた手紙の手本と言われています。短い
文中に、妻や子を気遣う優しさがうかがえます。
※手紙の中の「お仙」とは、後の丸岡藩主、本多成重（幼名：
仙千代）のことです。

日本一 短い手紙に迫ってみた一筆啓上特
集

住友グループ広報委員会で
約600通に厳選2
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11月中旬、住友グループ広報委員会の10数名による
一次選考が行われます。市内に集結し、３日間かけて総
数４万通の応募作品に目を通し、約２千通まで絞り込ま
れます。
続く二次選考では、全ての作品に目を通し、最終的に

600～700通程度まで厳選されます。

　選考を終えた委員たちが、心待ちにしているのが
受賞者と直接会える顕賞式です。
　手紙から想像していた人物像とは違う背景が

語られたり、受賞者の思いが直接伝わったり。再び作品を読み返し、改めて
感動したり、思わず笑ってしまったり。涙と笑顔があふれる、温かな時間が流れます。

　これまで最も遠方からの参加は、なんとカナダから。どれ
だけ距離が離れていても、作品が心をつなぎ、会場にいる
誰もがその「つながり」を感じる瞬間です。
　式の幕開けは静かに始まります。言葉のひとつひとつに
思いがこもった（公財）丸岡文化財団理事長のあいさつは
参加者の心に深く沁みわたり会場全体が感動に包まれます。

一筆啓上
日本一短い手紙の館テーマを決め、

募集スタート

テーマは４月ごろに発表されます。
世の中の動きやその年の出来事なども
参考にしながら、事務局内で話し合い、
時間をかけて決めています。
子どもたちが「これなら書けそう！」

「こんなことを伝えたいな」と思える
ように、イメージしやすく自由に表現できることを大切にして
います。
「どんなことを書いてもらいたいか」だけでなく、「子どもた
ち自身が書きたいと思えるかどうか」もポイントです。
これまで特に多く選ばれてきたテーマは「母」。身近な存在だ

からこそ、日々感じている気持ちを素直に言葉にしやすく、た
くさんの作品が集まりました。

一筆啓上賞 選考の流れ

詳細は
こちら

一筆啓上賞のはじまり
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一筆啓上賞
初代事務局長
大廻 政成さん

誰もが共感できる「涙あり」
「笑いあり」の手紙だから、
読んだ人の心に響くのだと
思います。

名前は知っているけど詳しく知らない。

令和８年１月22日が入賞者発表会です。

　言葉は意思疎通のツールだけではない。思考、感情、人
間関係、個人や社会のありとあらゆるものを表すコミュニ
ケーションの結晶だ。40文字という制限があ
るからこそ一筆啓上賞の手紙に使われる言葉
は綺麗に磨かれ、原石が宝石に仕上がってい
るのだ。毎回その輝きに感銘を受けている！

に ほん

一筆啓上とは 顕 賞 式

選考委員 パックンこと
パトリック・ハーランさん

▲ 丸岡城敷地内に設置されている
　 一筆啓上石碑

おに さく  ざ

うま こや

き れい

一筆啓上日本一短い手紙読んだら書いてみたくなる 。

　一筆啓上賞の歴史とともに
これまでの入賞作品をご覧い
ただけます。「ふみのたき」では、
幅約10mのモニターに一筆啓
上賞の入賞作品が滝のように
流れおち、圧倒される映像が
心に沁みわたります。

し

し

選考委員による
選考3
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一次・二次選考を通過した作品
は、年内に選考委員へ届けられ、
選考委員が心に残った作品を約200通ずつ
選び出します。
そして年明け、市内で開催される最終選考

会へ。ここでは各委員がプレゼンテーション
を行い、受賞作品を決定していきます。
選考委員は、ミュージシャンや作家など、

ジャンルも視点もさまざま。好みも評価基準
も異なり、どの作品を選ぶか激しい議論が交
わされるのが恒例です。多様な視点がぶつか
り合い、“本当に伝えたい” 作品が選ばれてい
くのです。

第
33
回 

一
筆
啓
上
賞 

選
考
委
員
（
予
定
）

●シンガーソングライター
小  室　 等 さん

●詩 人
佐々木幹郎 さん 

●作 家
宮下　奈都 さん 

●俳人・エッセイスト
夏井いつき さん 

●タレント
パ ッ ク ン さん

●住友グループ広報委員会
事務局長
阿部　剛嗣 さん

第33回を迎える「一筆啓上賞」をご存じでしょうか。
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定例会審議結果
全会一致となった議案と議決結果
議案番号 審議結果件　　　　　名

原案答申

認定

可決

認定

認定

諮問第４号

認定第３号

認定第６号

認定第７号

人権擁護委員候補者の推薦について

議案第46号 令和７年度坂井市一般会計補正予算（第４号）
可決議案第47号 令和７年度坂井市一般会計補正予算（第５号）

土地改良事業の計画の変更の概要について

坂井市税条例の一部を改正する条例について

賛否が分かれた議案一覧

議案番号 件　　　　　名

○…賛成　×…反対　□…棄権　△…欠席　－…原則採決に参加できない
111 2 3 4 5 6 7 8 9 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

審
議
結
果

議
員
氏
名

畑
野
麻
美
子

永
井

　純
一

前
田

　嘉
彦

川
畑

　孝
治

辻

　
　人
志

伊
藤

　聖
一

松
本

　
　朗

佐
藤

　寛
治

田
中

　哲
治

古
屋

　信
二

戸
板

　
　進

上
坂

　健
司

前
川

　
　徹

後
藤

　寿
和

三
宅
小
百
合

山
田

　秀
樹

岡
部

　恭
典

伊
藤

　宏
実

鍋
嶋

　邦
広

廣
瀬

　陽
子

佐
藤

　岳
之

林

　
　豊
夏

議席

認定第１号

○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○○○ー○○ ××

○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○○○ー○○ ××

○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○○○ー○○ ××

○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○○○ー○○ ××

議案番号 審議結果件　　　　　名

可決

可決

可決

可決

可決

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

令和７年度坂井市国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）

坂井市イノベーション拠点センター条例の制定
について

令和６年度坂井市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について
令和６年度坂井市農業集落排水事業会計決算
の認定について
令和６年度坂井市病院事業会計決算の認定に
ついて

坂井市の議会の議員及び長の選挙における選
挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正
する条例について

認定第２号

認定第４号

認定第５号

認定

認定

認定

認定

令和６年度坂井市一般会計歳入歳出決算の認定
について

令和６年度坂井市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について
令和６年度坂井市水道事業会計決算の認定につ
いて
令和６年度坂井市公共下水道事業会計決算の
認定について

詳細はこちら▶

　令和７年度一般会計補正予算（第４・５号）を議決しました。
ここには主な事業を掲載しています。

補正額　4億5,600万円（補正後の予算総額 496億6,194万円）

若狭牛を食べよう・学校牛食事業 425万円
　市内小中学校の給食で若狭牛を提供し、食
育の推進を図るとともに、畜産農家の経営を
支援するための所要額を計上。

物価高騰対応支援事業 2億8,227万円
　令和６年分所得が確定したことにより、定額
減税調整給付額に差額が生じた対象者に給付
を行うための費用を計上。

防災システム整備事業 430万円
　全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）
の受信機を新型に更新するための所要額を
計上。

ひとり親家庭児童学習支援事業 431万円
　経済的な課題を抱えるひとり親家庭の子ど
もの進学を後押しできるよう、受験料などの
支援をするための費用を計上。

7年度
令和

Pick

 Up!

一般会計補正予算概要
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▲ 国勢調査の利活用（総務省統計局ホームページより）

主な質疑内容

 生活環境部

 総務部

 財務部

 総合政策部

　第二次坂井市環境基本計画についてのアン
ケートでは、中学生から「環境に興味がない」
との回答が一定数あるが市の見解は。また、
今後の環境教育の在り方についてどう考えるか。
　小学校で環境教育を受けた児童は、授業前
後の意識の変化を数値化すると、意識が高ま
る傾向がデータで示されている。一方、中学
生となり、未実施の学校も含めた全体調査の
結果として「興味がない」との回答も一定数
見られる。
　今後も引き続き環境教育を推進し意識を高
めていく。

　イータクの利用時間帯によっては予約が
偏っているが、今後の観光客の利用や増車
の方向性は。
　市民の通院や買物など日常の移動手段に
活用してもらいたい。今後は観光客の利用も
視野に入れつつ、予約が取りづらい時間帯を
緩和する対策を検討し、稼働率を上げてい
きたい。

　防災行政無線の再整備変更の内容は。
　国見岳施設が利用不可のため、運用方針や
通信方式を検討している。

　自主防災組織の整備状況と、活動内容の
把握はできているのか。
　令和７年４月１日現在、市内約68％の地区
で結成されている。
　活動内容については、現在、アンケートを
実施し集計中であり、この結果から把握でき
ると考えている。

　国勢調査の体制は。また、一部調査員とし
てあたる職員の負担は。
　調査区数は565調査区、調査員は398名
である。
　インターネットでの回答が本市は令和２年
で38.8％あり、以前より職員の負担は少ない
と考えている。

　ふるさと納税の制度改正により、本市の
返礼品に影響は。
　毎年10月前に改正されるが、今回は本市
の寄附額に直接結びつく影響は少ない。
　今回の改正は、「ゆるキャラの取り扱い」、
「名前を貼るだけで自治体のものと言えなく
なる」、「加工品の生産金額で、半分以上ある
ものが対象になる」という返礼品の判定基準
が明確になった。

　市税条例改正による税収への影響は。
　市民税の減収部分について、国からの補填
はないが、賃金上昇など社会情勢の変化によ
る税収の上振れ分によりカバーできると考え
ている。　

ほ てん

総務生活環境常任委員会報告check!
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主な質疑内容

 健康福祉部

 教育委員会

　介護保険事業所等物価高騰対策支援金に
ついて、今後、国の補助も減っていくと思
われる中で、３カ月間と期間が限定されて
いる。今後の考え方は。
　この補助は、事業所の負担軽減を図るた
め、現時点での交付可能である期間を速やか
に予算化したものである。
　今後も支援が必要であれば、国、県の動向
を見ながら対処したい。

　すみずみ子育てサポート支援事業委託料
が倍増した要因は。
　令和７年４月から６月までの、施設での
一時預かり事業と訪問型預かり事業の実績
が、令和６年度と比較すると２倍近く増加し
た。その要因として、第２子以降を施設で
預かる場合の負担金が無料に、在宅で預かる
場合の自己負担が１時間500円と、安価に
なったことが考えられる。

　丸岡城天守保存修理工事の工事幕ラッピ
ングの内容は。
　工事幕に覆われている期間が長いため、市
民や観光客に喜んでもらえるようなストー
リー性があるもの、情報発信ができるものな
ど、魅力的なものにしたい。

　寄贈を受ける甲冑の活用についてどのよう
に考えているのか。
　市で調査を行い、傷んでいる部分の修理後、
坂井市龍翔博物館で展示する方向で考えてい
る。

　炎天下における徒歩通学生や自転車通学生
の熱中症対策は。スクールバスは出せないの
か。
　スクールバスは検討していないが、日陰で
の休憩、日傘、帽子、冷感タオルの活用、時
間差下校など指導を行っている。

　令和５年度の市内の分娩医療機関閉鎖に伴
い、入院患者の受け入れへの影響は。
　当病院の分娩数は令和４年度87件、令和
５年度が110件、令和６年度が98件である。
閉鎖された年度は10件ほど増えていることか
ら、影響があったと考えられる。 

　三国病院において出産直後の不安解消で、
宿泊を伴う寄り添い制度があるが現状は。
　出産後のお母さんのケアに関しては、健康
福祉部の事業である産後ケアで対応してい
る。
　実績は令和６年度は７件で、日帰りが５件、
宿泊型が２件であった。利用が少ないのが
現状である。    

 三国病院

▲ 坂井市内で唯一分娩を受け入れている三国病院

教育民生常任委員会報告check!

ぶんべん
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主な質疑内容

 産業政策部  建設部

▲ ゆりの里公園での管内視察の様子

　

 
　「若狭牛を食べよう・学校牛食事業」に
おける若狭牛の単価設定と給食献立は。
　令和７年７月の市場調査から、通常の牛肉
と若狭牛の差額を試算して予算を決定した。
給食献立は、給食センターや学校栄養士に任
せている。

　ふくい水産カレッジへの入校に関する支援
対象者は。
　また、ふくい水産カレッジにおける養殖
研修への考えは。
　ふくい水産カレッジの入校の受付は、年
２回、４月と10月に行っている。対象は、
福井県内に在住で市内の漁業関係に就業す
る人を支援している。
　本市はウニ陸上養殖に取り組んでいるた
め、養殖研修については今後水産カレッジの
主催である福井県新規漁業就業者支援協議会
の意見を参考に進めていきたい。

　ゆりの里公園の今後の方向性は。
　ゆりの里公園が「花の駅」ということもあ
り、花を使った交流の拠点となるよう、指定
管理者と花をメインとした取り組みを一緒に
考えていきたい。

　産総研・北陸デジタルものづくりセンター
と市の産業との関連性は。
　国の研究機関であり、主に繊維産業、ウェ
アラブルデバイス※、３Ｄプリンターの開発
などを行っている。一般公開、地元企業、県
内企業と積極的に意見交換をしていきたいと
のことである。第２期工事で研究棟を建設中
であり、繊維関連の研究を進めていくので、
定期的に情報収集を行い、地元企業とのマッ
チングをお願いしていきたい。

　
　愛宕団地１号館の耐震改修工事の当初の
設計業務期間に変更が生じた理由は。
　業者との打ち合わせの段階で、設計内容を
細部まで精査していく中で変更が生じた。

　春江駅周辺整備計画の進捗状況と今後の
計画は。
　令和７年８月に第１回バリアフリー基本
構想策定協議会を開催し、駅周辺の段差など
の課題を協議した。令和７年９月に、駅周辺
のまち歩きを行い、バリアフリーの基礎、基
本構想を作成し実施設計に反映させていく。
工事の計画は、駅前広場の整備を進め、その
後駅舎の整備など、ハピラインふくいと調整
しながら工事を進めていきたい。

　水道管の耐震化への更新計画は。
　更新計画の策定時期は、令和８年１月末を
予定している。老朽化した水道管を10年間
で全て更新する計画を策定する。

　都市公園管理の今後の考えは。
　各地区との協定により実施しているが、令
和７年は猛暑で地元も活動しにくかった現状
があるので、今後は市も協力できるようなこ
とを考えていきたい。

※ウェアラブルデバイス：
スマートウォッチなど、身体に装着して使用するコンピュー
ター端末。

産業建設常任委員会報告check!

しんちょく
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鹿
角
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
国
内
屈
指
の
世
界
級
遺
産
や
文
化

財
を
活
用
し
た
観
光
振
興
策
に
「
か

づ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
と
連
携
し
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
国
内
で
は
東
日

本
在
住
の
シ
ニ
ア
世
代
と
教
育
旅
行
、

国
外
で
は
台
湾
を
は
じ
め
東
・
東
南

ア
ジ
ア
圏
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
心
的
役
割
を
担
う
「
ま
ち
の
案

内
人
協
議
会
」
で
は
観
光
ガ
イ
ド
と

英
語
ガ
イ
ド
育
成
を
実
施
し
て
い
る
。

　
世
界
級
遺
産
を
活
用
し
市
民
と
と

も
に
「
世
界
遺
産
の
ま
ち
」
と
し
て

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
強
い

信
念
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

青
森
市
し
ご
と
創
造
戦
略
に
つ
い
て

　
都
市
部
へ
の
進
学
や
就
職
に
よ
り

若
年
層
の
人
口
流
出
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
人
口
減
少
の
抑
制

を
図
る
た
め
に
は
魅
力
的
な
「
し
ご

と
づ
く
り
」
が
求
め
ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
第
１
次
産
業
か
ら
第
３

次
産
業
ま
で
の
分
野
に
お
い
て
、
産

学
金
官
が
「
共
創
」
に
よ
り
取
り
組

む
指
針
と
し
て
、「
青
森
市
し
ご
と
創

造
戦
略
」
を
策
定
し
た
。

　
本
市
も
、
若
年
層
の
人
口
流
出
は

課
題
で
あ
り
産
学
金
官
が
連
携
す
る

こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

産
官
学
連
携
陸
上
養
殖
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　
長
引
く
不
漁
に
よ
り
漁
業
者
の
経

営
状
態
が
悪
化
し
た
た
め
、
水
産
業

の
再
興
を
目
的
に
組
織
し
た
八
戸
水

産
ア
カ
デ
ミ
ー
内
に
「
つ
く
り
育
て

る
漁
業
専
門
部
会
」
を
設
置
し
、
産

官
学
金
連
携
に
よ
り
養
殖
業
の
推
進

に
取
り
組
ん
だ
。

　
本
市
の
ウ
ニ
陸
上
養
殖
事
業
に
お

い
て
参
考
と
す
べ
き
と
感
じ
た
。

▲ 秋田県鹿角市での視察の様子

産業建設常任委員会視察報告 ７月 30 日〜８日１日

令和７年９月８日・９日・10日の３日間：18人

一般質問
市政のここが知りたい

　次ページからは、質問項目中の特に市民の皆さまへ
お届けしたい内容を掲載しています。
　全編については後日議会ホームページに掲載される会議
録や、YouTube（チャンネル名・福井県坂井市議会）でご覧
ください。YouTubeは議員写真下の二次元コードから視聴
できます。なお、文章は各議員が作成しています。

一般質問ってなに？ 定例会において、議員が市の実施
している事業の状況や方針などについて、市から報告や説明
を求めるために質問することです。

　 【 通  告  一  覧 】
議員氏名 通告内容 ページ

14

15

15

16

16

17

17

14(1) 更年期症状、更年期障害に対する取組
について

(1) 教職員のウェルビーイングを高める学
校施設の環境整備を

(1) 「地域の足」「観光の足」確保に向けた
取組を

(1) 市立図書館への電子図書導入と市発行
印刷物のオーディオブック化について

(1) 市民の社会活動の現状とこれから

(1) 米に関する事業の拡大を

(1) 学校給食の在り方について、課題を明確
にし、検討委員会で十分な議論をすべき

(2) 地域資源を生かし、災害時に井戸を活
用する仕組みづくりを求める

(3) 坂井市コミュニティセンターは、市民
が使いやすいよう柔軟な対応と適切な
判断が必要

(4) 子育ての悩みなど、なんでも話し合え、
学び合う場が必要

(1) 健康について
(2) 小中学生のスマホ、タブレット使用に
ついて

(3) ＡＥＤに三角巾を
永井　純一

畑野麻美子

三宅小百合

山田　秀樹

林　　豊夏

伊藤　聖一

佐藤　岳之

議員氏名 通告内容 ページ

9

10

10

11

11

12

12

13

13

9(1) 市長の政治姿勢について

(1) 各種選挙の開票所について
(2) 戦没者慰霊事業について
(3) 小中学生への平和教育について

(1) 学校給食の無償化について

(1) これからの自治会運営について

(1) 坂井市産米のブランド化について

(1) 坂井警察署管内における駐在所、交番
再編計画について

(1) 福祉相談体制の強化について
(2) GREEN FLASH FES 2025の総括

(1) 介護難民について
(2) 介護予防事業について

(1) 坂井市ビジョンについて
(2) 危険公共樹木等について

(1) 子どもたちの感染症対策を
(2) 水道管の耐震管への早期の取り替えを
(3) 河川改修を進めるべき

田中　哲治

辻　　人志

古屋　信二

岡部　恭典

川畑　孝治

鍋嶋　邦広

後藤　寿和

戸板　　進

上坂　健司

伊藤　宏実

　瀬　陽子

秋
田
県
鹿
角
市

青
森
県
八
戸
市

青
森
県
青
森
市

補
正
予
算

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
報
告

行
政
視
察
報
告

一
般
質
問

決
算
特
別
委
員
会
報
告

か
　
づ
の

は
ち
の
へ

7

職
員
の
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
よ
り
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ

ジ
タ
ル
を
融
合
し
た
「
ハ
イ
フ
レ
ッ

ク
ス
市
役
所
」
を
考
案
し
、
真
岡
市

Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
し
て
い
る
。

　
庁
内
に「
Ｄ
Ｘ
推
進
室
」を
設
置
し
、

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
と
利
便
性
向

上
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　
外
部
研
修
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通

じ
て
人
材
育
成
を
継
続
的
に
行
う
取

り
組
み
は
、
本
市
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
行
政
の
参
考
と
な
っ
た
。

「
震
災
遺
構
・
門
脇
小
学
校
」に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
校
舎
を
震
災
遺

構
と
し
て
公
開
し
て
お
り
、「
命
の
尊

さ
」
と
「
防
災
の
教
訓
」
を
後
世
に

伝
え
て
い
る
。

　
地
域
団
体
や
語
り
部
と
の
連
携
に

よ
る
伝
承
活
動
は
、
防
災
教
育
や
記

憶
の
継
承
に
お
い
て
大
き
な
意
義
が

あ
り
、
本
市
の
防
災
施
策
に
も
示
唆

を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
。

「
大
き
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
大
型
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
を
資
源
と
し
て
一
括

回
収
し
、
再
資
源
化
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
は
、
市
民
意
識
の
変
化
を
促

す
先
進
的
事
例
で
あ
る
。

　
実
証
事
業
と
し
て
の
位
置
付
け
で

あ
っ
た
が
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
本
市
で
も
検
討
す
べ
き
内

容
と
感
じ
た
。

　
今
回
の
視
察
を
通
じ
、Ｄ
Ｘ
推
進
、

防
災
の
伝
承
、
循
環
型
社
会
の
形
成

と
い
っ
た
幅
広
い
分
野
で
、
多
く
の

学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

▲ 真岡市役所での視察の様子

総務生活環境常任委員会視察報告 ７月 22 日〜24 日

教育民生常任委員会視察報告 ７月 22 日〜24 日

こ
ど
も
食
堂
・
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
貧
困
支
援
を
行
う
団
体

に
は
主
に
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
が

あ
る
が
、
通
常
は
単
独
で
活
動
す
る

こ
れ
ら
の
団
体
を
加
須
市
主
導
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
実
現
し
た
。

　
連
携
す
る
こ
と
で
、
本
当
に
食
品

を
必
要
と
し
て
い
る
施
設
や
団
体
に
、

無
駄
な
く
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

感
じ
た
。

放
課
後
カ
ラ
フ
ル
タ
イ
ム
に
つ
い
て

　
放
課
後
カ
ラ
フ
ル
タ
イ
ム
は
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
と
、
学
童
保
育
ク

ラ
ブ
の
校
内
交
流
型
を
指
す
、
新
し

い
放
課
後
の
過
ご
し
方
を
提
案
す
る

小
山
市
の
名
称
で
、
保
育
に
加
え
体

験
活
動
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、

子
ど
も
に
と
っ
て
貴
重
な
時
間
と
な

る
。

　
学
校
の
協
力
が
不
可
欠
で
、
学
校

や
教
員
の
負
担
を
考
慮
し
た
環
境
づ

く
り
が
大
切
で
あ
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
安
心
で
き
る
居

場
所
事
業
に
つ
い
て

　
学
校
内
の
特
別
教
室
に
通
え
な
い

不
登
校
生
徒
の
復
帰
を
目
指
し
、
自

宅
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た

学
習
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
居
場
所
は
「
Ｕ

＠（
ア
ッ
ト
）
り
ん
く
す
」
と
呼
ば
れ
、

チ
ャ
ッ
ト
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
出
席
扱
い
と
な
る
。

　
子
ど
も
た
ち
は
ア
バ
タ
ー
と
な
っ

て
「
Ｕ
＠
り
ん
く
す
」
の
世
界
を
駆

け
巡
り
、
自
身
の
存
在
の
意
義
を
自

覚
し
、
復
学
を
目
指
し
て
い
る
。

　
復
学
し
た
生
徒
数
は
予
想
を
上
回

る
も
の
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
多
様
な
学
び
の

場
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
大
変
参

考
に
な
っ
た
。

▲ 宇都宮教育センターでの視察の様子

栃
木
県
真
岡
市

宮
城
県
仙
台
市

埼
玉
県
加
須
市

栃
木
県
小
山
市

栃
木
県
宇
都
宮
市

も
お
か

宮
城
県
石
巻
市

い
し
の
ま
き

か

ぞ

お
や
ま



10

一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

▲ 無償化が検討されている学校給食

区
長
会
や
学
校
か
ら
の
統
廃
合
に
お

け
る
具
体
的
な
意
見
や
要
望
に
つ
い
て

伺
う
。

警
察
本
部
が
春
江
町
区
長
会
や
４
つ

の
小
学
校
に
説
明
を
し
た
際
、
犯
罪
防

止
に
向
け
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
維
持
し
て

ほ
し
い
と
の
意
見
や
要
望
が
あ
っ
た
。

駐
在
所
が
担
っ
て
き
た
役
割
、
活
動

の
継
続
に
つ
い
て
伺
う
。

駐
在
所
時
代
か
ら
継
続
し
て
き
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
交
番
体
制
に

な
っ
て
も
可
能
な
限
り
継
続
す
る
よ
う

配
慮
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

通
学
路
の
見
守
り
や
学
校
と
の
連
携

な
ど
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
お
け
る

パ
ト
ロ
ー
ル
の
頻
度
や
範
囲
の
設
定
に

つ
い
て
伺
う
。

駐
在
所
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
心

理
的
な
安
心
材
料
で
あ
る
た
め
、
統
合

前
の
駐
在
所
の
管
内
も
全
域
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
市
と
し
て
も
統
合
後
の
交
番

に
お
い
て
も
地
域
住
民
の
安
全
と
安
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
身
近
な
不
安

を
解
消
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
く
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

統
合
に
よ
る
不
安
を
解
消
し
信
頼
を

得
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

警
察
署
と
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
協
定
」
を
締
結
し
、
防
犯
隊
や
子

ど
も
見
守
り
隊
と
と
も
に
「
見
る
、
見

せ
る
」
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

市
民
の
不
安
解
消
に
向
け
今
後
も
警

察
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

全
国
的
に
学
校
給
食
の
無
償
化
が
進

む
中
、
本
市
で
は
現
在
、
半
額
助
成
を

行
っ
て
い
る
が
、
学
校
給
食
無
償
化
検

討
委
員
会
を
設
立
す
る
考
え
は
な
い

か
。国

で
は
令
和
８
年
度
予
算
で
制
度
化

を
目
指
す
方
針
を
示
し
て
お
り
、
本
市

独
自
に
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
。

制
度
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
り
次

第
、
対
応
を
検
討
す
る
。

本
市
と
し
て
、
無
償
化
の
実
施
計
画

や
目
標
時
期
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い

る
か
。

国
の
制
度
設
計
を
踏
ま
え
た
上
で
、

詳
細
が
示
さ
れ
次
第
、
市
と
し
て
も
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し
て
い
く
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
で
給
食
を
利

用
で
き
ず
弁
当
を
持
参
す
る
児
童
・
生

徒
は
支
援
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
な
い
か
。

令
和
５
年
度
は
１
人
、
令
和
６
年
度

は
５
人
、
令
和
７
年
度
は
２
人
で
あ

り
、
給
食
を
利
用
し
な
い
た
め
助
成
の

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
全
国
的
に
も
議

論
が
あ
り
、今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

全
額
無
償
化
に
は
追
加
で
約
２
億
円

が
必
要
だ
が
、
財
源
確
保
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

国
の
制
度
で
ど
の
よ
う
に
財
政
措
置

さ
れ
る
か
現
時
点
で
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。本

市
負
担
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

▲ 春江交番に統合される大石駐在所

■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A

■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A

古  

屋
　
信  

二

ふ
る

の
ぶ

じ

や

岡  

部
　
恭  
典

お
か

き
よ

の
り

べ

坂
井
警
察
署
管
内
に
お
け
る

駐
在
所
、
交
番
の
再
編
計
画
の

具
体
的
取
り
組
み
は

学
校
給
食
無
償
化
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

補
正
予
算

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
報
告

行
政
視
察
報
告

一
般
質
問

決
算
特
別
委
員
会
報
告
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一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

市
長
の
市
民
目
線
と
は
何
か
。

市
役
所
の
都
合
や
制
度
の
枠
に
と
ら

わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
、
市
民
の
暮
ら
し
や
実
感

を
起
点
に
政
策
を
考
え
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
各
種
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
市
民
と
交
流

す
る
機
会
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
設
け
て

い
き
た
い
。

３
年
５
カ
月
間
の
市
政
運
営
の
総
括

と
、
今
後
の
展
望
お
よ
び
次
期
市
長
選

に
向
け
て
の
考
え
を
伺
う
。

本
市
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
市

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
き
合
い
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

本
市
の
魅
力
発
信
、
Ｐ
Ｒ
、
幸
せ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
一
定

の
前
進
は
あ
っ
た
と
考
え
る
。

今
後
の
展
望
と
し
て
、
市
民
が
住
み

や
す
さ
を
実
感
し
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

た
め
に
は
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
た
め
、
課
題
に
つ
い

て
は
議
会
と
し
っ
か
り
議
論
を
重
ね
、

責
任
を
も
っ
て
対
応
し
、
市
政
を
安
定

的
に
前
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

次
期
市
長
選
に
向
け
て
の
考
え
は
、

「
坂
井
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」、「
住

み
続
け
た
い
」
を
実
現
す
る
た
め
、
よ

う
や
く
一
歩
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
い
ま
だ
道
半
ば
と
思
っ
て
い
る
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
引
き
続

き
市
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
戦
没
者
慰
霊
事
業
お
よ
び
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
遺
族
会
の
運
営

に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
。

戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
平
和

の
尊
さ
を
次
世
代
へ
語
り
継
ぐ
こ
と
は

重
要
な
責
務
と
考
え
、
本
市
が
主
催
す

る
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
遺
族
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
継
続
し

て
い
く
。

遺
族
会
の
運
営
に
関
し
て
も
、
持
続

可
能
な
体
制
の
構
築
に
向
け
て
今
後
も

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き
た
い
。

市
内
各
地
に
あ
る
戦
没
者
慰
霊
碑
に

つ
い
て
、
維
持
管
理
の
支
援
を
。

令
和
７
年
度
、
国
に
お
い
て
実
施
予

定
の
国
内
民
間
建
立
慰
霊
碑
の
実
態
調

査
で
得
ら
れ
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
地

域
の
人
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

戦
争
を
直
接
体
験
し
た
人
か
ら
話
を

聞
く
機
会
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
市

と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
平
和
教
育
を

推
し
進
め
て
い
く
の
か
。

現
在
は
映
像
資
料
や
読
み
物
資
料
に

よ
る
学
習
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

が
、
県
遺
族
連
合
会
に
よ
る
語
り
部
事

業
や
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
の
戦

争
体
験
を
紹
介
す
る
集
い
な
ど
を
活
用

し
て
、
戦
争
を
体
験
し
た
人
か
ら
話
を

伺
う
な
ど
、
外
部
機
関
と
連
携
を
図
っ

て
教
育
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

▲ 市役所本庁舎

▲ 三国町内の戦没者慰霊碑

■Q□A■Q□A

■Q□A■Q□A■Q

□A

田  

中
　
哲  

治

た

て
つ

じ

な
か

辻    

人  

志

つ
じ

し

ひ
と

市
長
の
政
治
姿
勢
は

戦
没
者
慰
霊
事
業
へ
の
支
援
は

平
和
教
育
の
推
し
進
め
方
を
問
う
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一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

介
護
施
設
の
待
機
者
状
況
は
把
握
し

て
い
る
か
。 

お
お
む
ね
把
握
し
て
い
る
。

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
空
き
情
報
シ

ス
テ
ム
「
つ
な
が
る
さ
か
い
」
が
令
和

７
年
３
月
か
ら
運
用
さ
れ
、
空
き
状
況

を
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
る
こ
と
で
、
適

時
情
報
共
有
が
可
能
に
な
っ
た
。

各
介
護
施
設
で
は
、
介
護
人
材
不
足

で
入
居
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
の
か
。

人
材
不
足
に
よ
り
入
居
で
き
な
い
と

い
う
話
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
引
き
続

き
坂
井
地
区
広
域
連
合
と
連
携
し
、
介

護
人
材
の
確
保
と
定
着
に
努
め
る
。

介
護
難
民
を
出
さ
な
い
た
め
、
市
・

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
対
応
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
体
操

教
室
や
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢
者

の
相
談
窓
口
と
し
て
早
期
対
応
を
す
る

こ
と
で
、
在
宅
生
活
の
維
持
を
支
援
し

て
い
る
。

福
井
大
学
と
連
携
し
、
フ
レ
イ
ル
予

防
体
操
を
実
施
し
て
い
る
が
成
果
は
。

教
室
の
参
加
者
は
、
握
力
や
歩
行
速

度
、
椅
子
の
立
ち
上
が
り
、
筋
肉
の
質

を
測
る
指
標
が
改
善
さ
れ
た
。

丸
岡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
「
運

動
型
健
康
増
進
施
設
」
と
し
て
厚
生
労

働
大
臣
認
定
は
受
け
ら
れ
な
い
か
。

認
定
条
件
な
ど
の
課
題
は
あ
る
が
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
の
あ
る
未
就
学
児
や
児
童
の

相
談
対
応
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
課
、

子
ど
も
福
祉
課
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
、
福
祉
総
合
相
談
課
の
連
携
体
制

は
。こ

こ
サ
ポ
体
制
の
下
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ど
の
窓
口
に
相
談
を
し
て
も
、
そ
の

内
容
を
受
け
止
め
、
適
切
な
部
署
や
専

門
機
関
に
つ
な
げ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
前
と
の
相
談
数
の
変
化
は
。

令
和
元
年
度
は
、
障
が
い
関
係
の
相

談
３
１
８
件
、
困
窮
関
係
１
９
４
件
、

生
活
保
護
関
係
36
件
、
児
童
福
祉
関
係

68
件
の
合
計
６
１
６
件
。 

令
和
６
年
度
で
は
、
障
が
い
４
７
５

件
、
困
窮
２
５
８
件
、
生
活
保
護
74
件
、

児
童
福
祉
１
１
３
件
の
合
計
９
２
０
件

で
、
令
和
元
年
度
と
比
較
す
る
と
１
・

５
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
の
総
括
は
。

来
場
者
は
約
１
万
人
、
20
代
か
ら
50

代
が
約
90
％
を
占
め
て
い
た
。

県
外
か
ら
の
来
場
者
は
約
40
％
で
前

回
よ
り
も
10
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
年
々

拡
大
傾
向
に
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
満
足
・
や

や
満
足
が
97
％
と
な
っ
た
。

市
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
は
。

約
６
億
円
と
試
算
し
て
お
り
、
来
場

者
と
そ
の
県
外
割
合
が
増
加
し
た
こ
と

で
、
大
き
な
経
済
効
果
が
得
ら
れ
た
。▲ GREEN FLASH FES 2025の様子

▲ 介護難民に関する新聞記事

■Q□A■Q□A

■Q□A■Q□A

■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A■Q□A

後  

藤
　
寿  

和

ご

と
し

か
ず

と
う

戸  

板    

進

と

す
す
む

い
た

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ

２
０
２
５
の
総
括
は

福
祉
相
談
体
制
の
強
化
に
向
け
て

介
護
難
民
対
策
を

介
護
予
防
事
業
は

補
正
予
算

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
報
告

行
政
視
察
報
告

一
般
質
問

決
算
特
別
委
員
会
報
告
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一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

各
種
感
染
症
が
増
え
て
き
て
い
る
。

教
育
現
場
・
保
育
現
場
で
の
感
染
症

対
策
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
現

状
と
対
策
は
。

大
き
な
感
染
症
拡
大
は
な
い
が
、
感

染
症
に
よ
る
欠
席
者
は
い
る
。

日
頃
か
ら
手
洗
い
に
よ
る
消
毒
の
励

行
や
教
室
の
換
気
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の

消
毒
を
行
っ
て
い
る
。

石
綿
管
・
鋳
鉄
管
の
布
設
替
え
が
必

要
と
考
え
る
が
、
現
在
の
状
況
と
布
設

替
え
に
必
要
な
期
間
と
費
用
は
。

大
き
な
水
路
の
下
や
交
通
量
の
多
い

交
差
点
内
な
ど
で
、
石
綿
管
が
１
・
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
鋳
鉄
管
が
０
・
６
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
残
っ
て
お
り
、
お
お
む
ね

10
年
と
多
額
の
費
用
が
必
要
と
考
え

る
。

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
河
川
改
修
を

早
め
る
べ
き
。

河
川
改
修
工
事
は
県
が
実
施
す
る
事

業
で
あ
る
た
め
、
整
備
計
画
区
間
の
早

期
完
成
を
要
望
し
て
い
く
。

想
定
雨
量
の
見
直
し
を
す
べ
き
で

は
。国

土
交
通
省
か
ら
、
気
候
変
動
に
よ

る
増
加
量
を
従
来
降
雨
量
の
１
・
１
倍

に
見
直
す
指
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

合
併
時
以
来
見
直
し
が
さ
れ
て
い
な

い
行
政
嘱
託
員
と
し
て
の
区
長
報
酬
は

じ
め
、
各
種
手
当
や
利
用
料
金
な
ど
、

全
庁
的
な
定
期
的
一
斉
見
直
し
の
仕
組

み
作
り
に
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
。そ

の
都
度
、
個
別
の
さ
ま
ざ
ま
な
報

酬
に
絞
っ
て
議
論
し
て
い
く
の
は
無
理

が
あ
る
の
で
、物
価
変
動
で
あ
っ
た
り
、

議
員
報
酬
や
非
常
勤
特
別
職
報
酬
の
見

直
し
な
ど
の
検
討
を
進
め
る
よ
う
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
検
討
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

区
長
の
任
期
、
定
年
制
の
導
入
な
ど

現
状
は
ど
う
か
、
ま
た
あ
る
べ
き
組
織

の
理
想
形
や
、
区
の
合
併
・
分
割
な
ど

に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

区
長
の
任
期
や
定
年
制
の
導
入
な
ど

は
、
住
民
自
治
の
原
則
に
基
づ
き
、
各

区
に
お
い
て
協
議
さ
れ
る
べ
き
事
項
と

考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
担
い
手
不
足
の
深

刻
化
、
区
長
選
出
や
運
営
体
制
維
持
が

困
難
な
事
例
も
見
受
け
ら
れ
、
本
市
で

は
、
集
落
カ
ル
テ
か
ら
の
情
報
や
自
治

会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
提
案
さ
れ
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
、
新
し
く
作
っ
た
区

運
営
ガ
イ
ド
な
ど
を
活
用
し
、
組
織
体

制
の
見
直
し
や
区
長
業
務
の
改
善
な
ど

に
関
す
る
情
報
も
提
供
を
し
て
、
実
情

に
応
じ
た
柔
軟
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

▲ 改修が待たれる兵庫川

▲ 令和７年度に作成された、坂井市区運営ガイド

■Q□A■Q□A

■Q□A■Q□A

■Q□A■Q□A

川  

畑
　
孝  

治

か
わ

た
か

は
る

ば
た

鍋  

嶋
　
邦  

広

な
べ

く
に

ひ
ろ

し
ま

子
ど
も
た
ち
の
感
染
症
対
策
を

す
べ
き

水
道
管
の
耐
震
管
へ
の

早
期
の
取
り
替
え
を
す
べ
き

河
川
改
修
を
進
め
る
べ
き

こ
れ
か
ら
の
自
治
会
運
営
に

お
い
て
、
区
長
の
仕
事
・
報
酬
・
区
の

組
織
体
制
の
見
直
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定
な
ど
早
急
な
取
り
組
み
を
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また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。

人
口
８
万
人
維
持
の
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
指
針
で
あ
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
、
立
地
適
正
化
計
画
の
推
進
が

重
要
と
考
え
る
が
、今
後
の
見
通
し
は
。

子
育
て
環
境
や
高
齢
者
の
居
住
環
境

の
充
実
、
空
き
家
の
利
活
用
に
よ
る
定

住
人
口
の
確
保
、
地
域
公
共
交
通
を
守

る
た
め
の
利
便
性
向
上
な
ど
を
進
め
、

さ
ら
に
四
地
区
が
持
つ
特
性
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

県
農
林
水
産
地
方
創
生
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
お
よ
び
成
長
産
業
へ
の
施
策

は
。セ

ン
タ
ー
は
有
機
農
業
を
テ
ー
マ
に

官
民
連
携
で
地
域
課
題
の
解
決
と
新
た

な
価
値
創
造
を
目
指
し
て
お
り
、
市
と

し
て
も
連
携
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。ま

た
、稼
げ
る
農
業
の
実
現
に
向
け
、

農
業
者
と
副
業
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
販
路
開

拓
や
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、
認
定

農
業
者
に
よ
る
規
模
拡
大
な
ど
、
農
業

の
成
長
を
支
援
す
る
。

地
域
住
民
の
主
体
的
な
活
動
の
促
進

策
と
し
て
「
坂
井
市
市
民
活
動
応
援
助

成
事
業
」
が
あ
る
が
、
応
募
状
況
や
こ

ぞ
っ
て
応
募
し
て
く
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
の
強
化
策
は
。

10
万
円
コ
ー
ス
で
７
団
体
、
50
万
円

コ
ー
ス
で
５
団
体
の
応
募
が
あ
り
、
採

択
さ
れ
た
。

今
後
は
、
集
落
活
性
化
を
自
治
会
に

浸
透
さ
せ
る
目
的
を
持
っ
て
継
続
的
に

進
め
る
事
業
内
容
で
あ
れ
ば
、
本
事
業

の
対
象
と
な
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る

の
で
、
引
き
続
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
に
よ
る
周
知
を
徹
底
す
る
。

令
和
７
年
度
産
「
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
」

の
作
柄
に
つ
い
て
問
う
。

坂
井
地
区
は
少
雨
と
猛
暑
の
影
響
を

ほ
と
ん
ど
受
け
ず
、
品
質
、
収
量
と
も

に
平
年
並
み
の
状
況
で
あ
る
。

全
国
的
に
は
猛
暑
に
よ
る
渇
水
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
は
国
営
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
お
陰
で
渇
水
の
被
害
は

な
か
っ
た
と
思
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
本
市
と
し
て
は

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

本
市
の
農
業
用
水
は
、
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
お
陰
で
安
定
し
た
水
の
供
給
が
確

保
さ
れ
て
い
る
。

夏
場
の
高
温
障
害
を
防
ぎ
、
安
定
し

た
コ
メ
の
品
質
や
食
味
の
向
上
に
大
き

な
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

乳
酸
菌
を
施
し
た
り
減
農
薬
の
栽
培

に
取
り
組
ん
だ
り
、
農
家
は
特
徴
あ
る

コ
メ
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

創
意
工
夫
に
富
ん
だ
農
業
は
地
域
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
重
要

な
要
素
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
農
業
の

推
進
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

農
家
の
工
夫
あ
る
取
り
組
み
を
後
押

し
す
る
た
め
に
も
、
坂
井
市
産
米
の
ブ

ラ
ン
ド
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

美
食
都
市
に
選
ば
れ
た
こ
と
も
含
め

て
、
坂
井
市
産
米
は
日
本
一
で
あ
る
こ

と
を
も
っ
と
宣
伝
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

な
ど
を
付
け
付
加
価
値
を
高
め
る
、
ブ

ラ
ン
ド
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▲ 令和７年度「坂井市市民活動応援
　 助成事業費補助金」のチラシ

▲ 健闘する小規模農家

■Q□A■Q□A

■Q□A

■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A

上  

坂
　
健  

司

う
え

け
ん

し

さ
か

伊  

藤
　
宏  

実

い

ひ
ろ

み

と
う

坂
井
市
（
将
来
）
ビ
ジ
ョ
ン
を

坂
井
市
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
て

一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。14

本
市
の
教
育
現
場
で
の
、
ス
マ
ホ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に
関
し
見
直
す
こ

と
は
あ
る
か
。

現
時
点
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
使
用
を

一
律
に
制
限
す
る
方
針
は
な
い
。

家
庭
に
持
ち
帰
っ
た
場
合
、
小
学
生

で
は
午
後
９
時
か
ら
午
前
６
時
、
中
学

生
で
は
午
後
10
時
か
ら
午
前
６
時
ま
で

の
間
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
が

で
き
な
い
設
定
で
あ
る
。

各
学
校
で
使
用
時
間
、
使
用
方
法
に

関
す
る
取
り
決
め
な
ど
、
使
い
過
ぎ
や

依
存
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

本
市
の
健
康
事
業
、
予
防
事
業
、
フ

レ
イ
ル
予
防
な
ど
の
内
容
を
伺
う
。

市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
健
康
診
査
、
が
ん

検
診
を
は
じ
め
、健
康
教
育
相
談
事
業
、

健
康
ア
プ
リ
な
ど
を
活
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
減
塩
、
運
動
促
進
、
野
菜
摂

取
促
進
に
つ
い
て
、
全
世
代
を
対
象
に

生
活
習
慣
病
の
予
防
啓
発
に
努
め
て
い

る
。高

齢
者
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
フ
レ
イ
ル
予

防
の
た
め
の
体
操
教
室
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
る
。

「
通
い
の
場
」
な
ど
に
出
向
き
、
介

護
予
防
講
座
を
行
い
運
動
促
進
や
低
栄

養
の
予
防
、
社
会
参
加
の
重
要
性
に
つ

い
て
啓
発
し
て
い
る
。

市
職
員
の
生
理
休
暇
取
得
が
少
な
い

た
め
、
範
囲
を
広
げ
、
男
性
も
含
め
、

更
年
期
障
害
な
ど
で
医
療
機
関
を
受
診

す
る
際
に
も
利
用
で
き
る
制
度
に
し
て

は
。職

員
か
ら
申
請
し
づ
ら
い
と
い
う
意

見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

全
国
的
に
は
、
名
称
変
更
や
更
年
期

の
休
暇
制
度
を
設
け
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
た
め
、
検
討
し
た
い
。

市
民
に
向
け
、
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク※

製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
や
普
及
を
、
本

市
と
し
て
取
り
組
む
予
定
は
。

女
性
の
健
康
へ
の
理
解
促
進
と
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
観
点
か
ら
社
会

的
に
も
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

令
和
７
年
３
月
か
ら
女
性
の
健
康
週

間
に
合
わ
せ
、
健
康
講
座
や
健
康
相
談

を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
に
つ
い

て
も
理
解
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

男
性
更
年
期
で
治
療
を
受
け
る
人
は

少
な
い
と
思
わ
れ
、
そ
の
一
因
が
理
解

不
足
で
あ
る
と
考
え
る
が
対
策
は
。

女
性
の
更
年
期
障
害
に
比
べ
認
知
度

が
低
く
、
症
状
を
抱
え
な
が
ら
も
我
慢

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

厚
生
労
働
省
が
調
査
、
研
究
を
本
格

化
さ
せ
、
啓
発
活
動
の
強
化
に
取
り
組

む
方
針
を
示
し
て
い
る
。

本
市
も
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
男
性
の
更
年
期
に
関
す
る
認
知
度

向
上
を
図
る
た
め
、
国
や
県
の
啓
発
活

動
に
連
携
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

活
用
し
た
情
報
提
供
を
進
め
て
い
く
。▲ 更年期に大きく変化する女性ホルモン（広報さかいより）

▲ ためしてガッテンディレクター北折先生による
　 へるしお（減塩）講演会の模様［会場：いねす］

※フェムテック：Female（女性）と Technology（技術）からできた造語。生理、妊娠・出産、更年期などの女性特有の健康課題について、
　先進的な技術を用いて対応する製品・サービスのこと

きたおり

■Q□A■Q□A■Q

□A

■Q□A■Q□A

　  

瀬
　
陽  

子

ひ
ろ

よ
う

こ

せ

永  

井
　
純  
一

な
が

じ
ゅ
ん

い
ち

い

更
年
期
症
状
、

更
年
期
障
害
へ
の
取
り
組
み
を

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
脳
に

悪
影
響
を
与
え
る
ー

使
い
過
ぎ
に
注
意
を

市
民
の
健
康
を
守
れ

補
正
予
算

定
例
会
審
議
結
果

常
任
委
員
会
報
告

行
政
視
察
報
告

一
般
質
問

決
算
特
別
委
員
会
報
告
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今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
市
民
を
交

え
て
の
検
討
委
員
会
で
十
分
な
議
論
を
。

現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
食
育
、
地

産
地
消
、
配
送
な
ど
議
論
し
て
い
く
。

学
校
給
食
は
民
間
委
託
で
は
な
く
自

治
体
の
責
任
で
実
施
す
べ
き
。

給
食
提
供
方
式
の
比
較
を
示
し
て
議

論
し
て
い
く
。

地
域
の
井
戸
の
所
有
者
と
協
定
を
結

び
、「
防
災
井
戸
マ
ッ
プ
」
の
作
成
を
。

県
に
お
い
て
、
井
戸
の
実
態
調
査
な

ど
を
行
う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
柔
軟
な

対
応
と
適
切
な
判
断
を
求
め
る
。

住
民
が
使
い
や
す
い
施
設
に
な
る
よ

う
改
善
に
努
め
て
き
た
。

セ
ン
タ
ー
に
正
規
職
員
の
配
置
を
。

今
後
の
業
務
の
変
化
に
応
じ
て
、
総

合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

子
育
て
を
気
軽
に
語
れ
る
場
が
必

要
。さ

ま
ざ
ま
な
場
が
あ
り
、
育
児
を
振

り
返
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
講
演
・
講
座
な
ど
の
実
施
を
。

関
係
機
関
と
連
携
し
実
施
し
て
い

く
。

教
職
員
用
ト
イ
レ
の
整
備
状
況
と
整

備
基
準
は
。

文
部
科
学
省
の
小
中
学
校
施
設
整
備

指
針
で
は
明
確
な
基
準
は
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
労
働
安
全
衛
生
法
を
下
回
る
学

校
は
な
い
。

更
衣
室
の
整
備
状
況
と
改
善
方
針

は
。全

て
の
学
校
に
更
衣
室
が
整
備
さ
れ

て
い
る
が
、
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
エ
ア
コ

ン
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
更
衣
室
が
あ

る
た
め
、
今
後
調
査
研
究
を
し
て
改
善

策
を
検
討
し
た
い
。

安
心
し
て
休
憩
が
で
き
る
専
用
ス

ペ
ー
ス
の
整
備
を
。

文
部
科
学
省
の
小
中
学
校
施
設
整
備

指
針
で
は
、
休
憩
室
を
設
け
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の

小
中
学
校
で
休
憩
室
を
設
け
て
い
る
学

校
は
少
な
い
。

長
寿
命
化
改
良
工
事
に
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

教
職
員
の
休
憩
時
間
が
法
令
ど
お
り

に
取
れ
て
い
な
い
現
状
を
、
ど
の
よ
う

に
改
善
し
て
い
く
の
か
。

今
後
は
教
科
担
任
制
の
導
入
や
専
科

教
員
の
配
置
、
加
配
な
ど
で
一
人
一
人

の
持
ち
時
間
を
減
ら
し
、
休
憩
時
間
の

確
保
に
向
け
た
働
き
や
す
い
職
場
に
な

る
よ
う
取
り
組
む
。

ま
た
、
チ
ー
ム
担
任
制
の
導
入
や
校

務
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
り
業
務
改
善
を
積

極
的
に
行
う
。

▲ 丸岡町内住民宅にある井戸

▲ 長寿命化改良工事中の三国南小学校校舎

■Q□A■Q□A■Q□A■Q

□A■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A

畑  

野  

麻
美
子

は
た

ま

み

こ

の

三  

宅  

小
百
合

み

さ

ゆ

り

や
け

学
校
給
食
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

課
題
を
明
確
に
し
、

検
討
委
員
会
で
議
論
を

災
害
時
に
井
戸
を
活
用
す
る

仕
組
み
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
に
と
っ
て
柔
軟
な
対
応
と

適
切
な
判
断
を

子
育
て
の
悩
み
な
ど

学
び
合
う
場
を

教
職
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を

高
め
る
学
校
施
設
の
充
実
を

一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。16

市
民
の
移
動
を
支
え
る
イ
ー
タ
ク
の

利
用
状
況
は
。

令
和
６
年
度
利
用
者
数
は
延
べ
２
万

７
０
４
７
人
で
あ
っ
た
。

登
録
者
数
は
令
和
７
年
８
月
末
時
点

で
７
２
０
１
人
で
あ
る
。

早
朝
、夜
間
、休
日
の
非
稼
働
、ド
ア・

ツ
ー
・
ド
ア
要
望
な
ど
、
イ
ー
タ
ク
の

課
題
も
多
く
タ
ク
シ
ー
が
欠
か
せ
な
い
。

タ
ク
シ
ー
不
足
を
解
消
す
る
取
り
組

み
は
。

県
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
運
転
手
確

保
が
進
ん
で
は
い
る
が
、
今
後
も
高
齢

化
に
よ
る
離
職
が
懸
念
さ
れ
る
。

県
と
協
調
し
、
事
業
者
や
周
辺
市
町

と
連
携
し
、
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

学
生
や
主
婦
、
自
営
業
者
、
会
社
員

が
ス
キ
マ
時
間
を
使
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー

と
な
り
、
二
種
免
許
不
要
の
有
償
運
行

を
可
能
に
す
る
、
市
民
待
望
の
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
実
証
実
験
の
結
果
は
。

令
和
６
年
８
月
か
ら
年
末
ま
で
の
土

日
祝
日
の
午
後
７
時
か
ら
午
前
０
時
に

行
っ
た
が
、
利
用
は
10
件
で
あ
っ
た
。

実
証
実
験
の
市
民
へ
の
周
知
が
足
り

な
い
の
で
は
。

タ
ク
シ
ー
協
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

広
く
周
知
し
た
と
聞
い
て
お
り
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
た
。

二
次
交
通
問
題
解
決
の
た
め
の
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
を
市
単
独
で
は
な
く
、
あ
わ

ら
市
と
連
携
し
進
め
ら
れ
な
い
か
。

坂
井
・
あ
わ
ら
エ
リ
ア
周
遊
滞
在
型

観
光
推
進
協
議
会
を
通
じ
、
ニ
ー
ズ
に

応
え
話
し
合
い
を
続
け
て
い
き
た
い
。

本
市
に
お
け
る
社
会
活
動
の
現
状
や

課
題
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

現
在
ま
ち
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
生
涯
学
習
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
多
様
な
活
動
が
展
開
さ
れ
、
市
民
の

幸
福
実
感
に
寄
与
し
て
い
る
。

一
方
で
「
達
成
感
や
評
価
が
得
ら
れ

に
く
い
」「
意
義
が
見
え
に
く
い
」
と

の
声
も
あ
り
、改
善
策
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
活
動
と
幸
福
実
感
の
関
係
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

社
会
活
動
は
幸
福
実
感
に
資
す
る
重

要
な
要
素
で
あ
る
。

市
の
事
業
を
通
じ
て
、
清
掃
活
動
や

子
ど
も
食
堂
支
援
な
ど
に
行
動
す
る
市

民
も
増
え
て
き
て
い
る
。

一
方
で
、
一
部
の
人
に
留
ま
っ
て
い

る
現
状
も
あ
る
の
で
、
よ
り
多
く
の
市

民
に
広
が
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

市
民
の
参
加
意
欲
を
高
め
る
た
め
の

取
り
組
み
は
何
か
、
ま
た
十
分
と
考
え

る
か
。

ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
や
応
援
助
成

事
業
な
ど
を
通
じ
、
誰
も
が
参
加
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

し
か
し
、
現
状
で
は
十
分
で
な
く
、

新
た
な
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
参
加
意
欲
を
高
め
る
新
た
な
手
段

と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
版
の
社
会
活
動
証

明
制
度
導
入
の
可
能
性
は
ど
う
か
。

社
会
活
動
を
可
視
化
す
る
デ
ジ
タ
ル

証
明
制
度
は
外
発
的
動
機
づ
け
と
し
て

一
定
の
意
義
が
あ
る
が
、
運
用
方
法
な

ど
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

▲ 通院・買物を支える坂井市オンデマンド型交通「イータク」

▲ いざき親水公園での九頭竜川河口部清掃活動の様子

■Q□A■Q□A■Q□A

■Q□A■Q□A

■Q□A■Q□A■Q

□A■Q□A

山  

田
　
秀  

樹

や
ま

ひ
で

き

だ

林    

豊  

夏

は
や
し

か

と
よ

「
地
域
の
足
」「
観
光
の
足
」

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

社
会
活
動
を
後
押
し
し
、

未
来
へ
つ
な
ぐ
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一般質問は、市ホームページから動画で視聴することができます。 https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/gikai/hoso/
また、二次元コードを読み取るとYouTubeにアップロードされた各議員の動画を見ることができます。 17

本
が
好
き
だ
け
ど
図
書
館
に
行
け
な

い
人
、
今
の
図
書
館
の
本
で
は
利
用
で

き
な
い
人
が
い
る
。

社
会
参
加
の
支
援
を
進
め
る
た
め

に
、
電
子
図
書
や
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク

の
導
入
を
企
画
・
推
進
で
き
な
い
か
。

電
子
図
書
や
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、
令
和
７
年
７
月
か
ら
県
立

図
書
館
が
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い

る
。県

民
誰
で
も
利
用
で
き
る
の
で
、
市

民
に
広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

市
立
図
書
館
へ
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
世
の
中
の
動
向
や
、
先
行

事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

視
覚
障
が
い
の
人
の
た
め
に
、
音
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
広
報
紙
や
議
会
だ
よ

り
を
オ
ー
デ
ィ
オ
化
し
て
い
る
。

予
算
化
し
て
行
政
が
オ
ー
デ
ィ
オ
化

す
る
仕
組
み
に
変
え
ら
れ
な
い
か
。

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
必
要
性

や
効
果
を
検
討
し
た
い
。

生
き
が
い
に
つ
な
が
る
社
会
参
加
の

支
援
を
進
め
る
上
で
、
何
が
重
要
と
考

え
る
か
。

福
祉
施
策
の
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、

各
部
署
の
施
策
に
つ
い
て
協
議
検
討
し

た
い
。

県
は
、
共
生
社
会
条
例
に
沿
っ
て
ど

の
部
署
も
合
理
的
配
慮
に
努
め
て
い

る
。
　
　

共
生
条
例
の
検
討
を
求
め
る
。

行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
一
人
一
人

が
意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
歩
一
歩
進
め
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
大
事
だ
と
痛
感
し
て
い
る
。

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
、

コ
メ
の
取
り
扱
い
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
か
。

令
和
７
年
度
の
コ
メ
の
寄
附
金
額

は
、
令
和
７
年
８
月
末
時
点
で
ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
附
全
体
の
約
18
％
を
占
め

て
お
り
、
非
常
に
重
要
な
返
礼
品
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
か
ら
コ
メ
価
格
の
高
騰
に

よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
扱
い
は

数
量
確
保
の
面
か
ら
不
安
定
な
返
礼
品

と
な
っ
て
お
り
、
市
内
業
者
に
お
い
て

は
返
礼
品
の
供
給
よ
り
も
民
間
企
業
と

の
契
約
を
優
先
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、

そ
の
結
果
、
返
礼
品
の
コ
メ
の
提
供
数

が
減
少
し
、
寄
附
金
額
の
減
少
が
生
じ

て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

坂
井
市
産
の
コ
メ
の
返
礼
品
に
関

し
、
新
た
な
仕
組
み
や
企
画
の
導
入
予

定
は
あ
る
か
。

現
状
、
坂
井
市
産
の
コ
メ
は
返
礼
品

と
し
て
十
分
な
認
知
を
獲
得
し
て
い
る

中
で
、
坂
井
市
地
場
産
品
創
出
支
援
事

業
を
活
用
し
、
さ
ら
な
る
坂
井
市
産
の

コ
メ
の
魅
力
向
上
の
た
め
に
、
く
ず
米

を
有
効
活
用
し
、
付
加
価
値
の
高
い
米

粉
の
新
規
返
礼
品
を
計
画
し
て
い
る
。

坂
井
市
産
の
コ
メ
の
普
及
、
消
費
、

Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
、
本
市
の
農
業
者
が
、

コ
メ
を
通
年
販
売
で
き
る
よ
う
、
保
冷

庫
や
精
米
機
な
ど
の
設
備
投
資
に
、
資

金
的
な
支
援
は
で
き
な
い
か
。

農
業
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、

国
な
ど
の
補
助
制
度
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
本
市
独
自
の
支

援
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

▲ 音訳ボランティアの録音の様子

▲ 活用の拡大が求められる坂井市産のコメ

■Q□A■Q□A■Q

□A■Q□A

■Q□A■Q□A

■Q□A

伊  

藤
　
聖  

一

い

せ
い

い
ち

と
う

佐  

藤
　
岳  

之

さ

た
け

ゆ
き

と
う

そ
の
人
ら
し
く
地
域
で

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
た
め
に

コ
メ
に
関
す
る
事
業
の
拡
大
を
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令和６年度決算を 　　 しました
決算特別委員会報告

　本委員会では令和６年度の一般会計、特別会計および企業会計の計７会計について、９月25日か
ら10月14日までの６回にわたり、事業が目的に従って適正かつ効率的に執行されたか、今後どの
ような改善工夫がなされるべきかなど審査を行いました。

会計名 歳　入 歳　出 差引額

一般会計
収益的収支 18億6,346万円 17億6,607万円

資本的収支 7億5,571万円 11億　955万円

収益的収支 28億8,338万円 28億2,509万円

資本的収支 12億3,574万円 20億3,400万円

収益的収支 3,671万円 3,466万円

資本的収支 560万円 1,535万円

収益的収支 22億8,279万円 23億5,468万円

資本的収支 1億4,500万円 2億8,343万円

国民健康
保険

水道事業

病院事業

公共下水道
事業

農業集落
排水事業

後期高齢者
医療

544億
3,434万円

518億
6,326万円

25億
7,108万円

78億
4,065万円

76億
1,871万円

2億
2,194万円

13億
9,350万円

13億
9,273万円 78万円

※数値は千円以下を四捨五入しているため、
　差引額が一致しない箇所があります。

戸板　　進
後藤　寿和
前田　嘉彦
松本　　朗
前川　　徹
鍋嶋　邦広
林　　豊夏

委員長

副委員長

委員 伊藤　聖一
古屋　信二
伊藤　宏実
佐藤　岳之

一般会計・特別会計決算額 企業会計決算額

◆補助事業の実績報告書に統一したルール付けを
すること（全体）

◆防犯隊のさらなる人員確保を図ること（総務部）
◆市ホームページにＡＩコンシェルジュなどを導
入し、容易に検索目的にたどりつけるよう努め
ること（総務部）

◆寄附市民参画基金は使途を明確にし、さらなる
適正管理を行うこと（総合政策部）

◆まちづくり整備基金は使途を明確にし、さらな
る適正管理を行うこと（財務部）

◆車椅子の人がイータクを利用できるよう公共交
通対策課と連携すること（健康福祉部）

 

◆個別避難計画を同意なしで作成できるようにす
ること（健康福祉部）

◆各種イベントの主催者と連携し、ごみ削減の意
識啓発を図ること（生活環境部）  

◆指定管理者間の連携を強化し、農産物直売所ゆり
いちの売り上げ増に取り組むこと（産業政策部）

◆街灯などの損傷があった場合は早急に連絡が届
く体制を整えること（建設部）  

◆訪問看護ステーション事業の黒字化を目指すこと
（三国病院）
◆予算とのバランスを考慮しながら、各学校の要
望に沿った支援員の配置を行うこと（教育委員
会事務局）

審査の結果、委員より見直しや検討すべき事項として挙げられた
意見を市長に提言しました。ここには主な意見を掲載しています。

会計名 区　分 収　入 支　出

どのような
ことを
チェック
するの？

みなさんの税金が適切に
使われているか、金額に
見合った効果があったの
かなどの視点でチェック
します

市政に
切り込む！！

認定

改革しました！！
　従来の12月定例会での決算認定では、議論や指摘が当初予算に
反映されづらいため、議会改革の一つとして、今回から
開催時期を前倒しし、９月定例会で認定を行いました。
　「審査から予算へ」を合言葉に、議会の役割をより
明確に果たしていきます。



坂
井
市
議
会
PRマ

ガ
ジ
ン
 さ
か
い

第
78
号
 2025.11

〒
919-0592  福

井
県
坂
井
市
坂
井
町
下
新
庄
第
1
号
1
番
地

TEL 0776-50-3001（
直
通
） FAX 0776-66-2928 

U
RL https://w

w
w
.city.fukui-sakai.lg.jp/  E-m

ail gikai@
city.fukui-sakai.lg.jp

発
行

編
集

坂
井
市
議
会

広
報
編
集
委
員
会

この印刷物は、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

★12月定例会会期日程（予定）
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※ 日程は、変更になる場合がありますので、変更となった場合は、坂井市議会ホームページでお知らせします。

10：00 ～
教育民生常任委員会

10：00 ～
総務生活環境常任委員会

10：00 ～
本会議最終日
（委員長報告・採決など）

10：00 ～
一般質問

10：00 ～
一般質問

10：00 ～
一般質問

10：00 ～
産業建設常任委員会

10：00 ～
本会議初日
（行政報告、議案説明など）
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令
和
７
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
カ
月

と
な
り
ま
し
た
。
四
季
の
移
ろ
い
と

と
も
に
、
私
た
ち
の
ま
ち
も
少
し
ず

つ
変
化
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
春
に

は
新
た
な
芽
吹
き
が
あ
り
、
夏
に
は

活
気
が
満
ち
、
秋
に
は
実
り
を
迎
え
、

そ
し
て
冬
へ
と
向
か
う
今
、
振
り
返

れ
ば
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
出

会
い
と
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
活
動
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、
共
に
考
え

た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の

ご
意
見
は
、
ま
ち
を
よ
り
良
く
す
る

原
動
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
も
我
々
議
員
も
、
坂
井
市

に
愛
着
を
も
ち
、
坂
井
市
に
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
来
年
も
、
暮
ら
し
の
中
の
「
小
さ

な
声
」
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
確
か

な
一
歩
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ど
う
か
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
穏
や

か
で
健
や
か
な
年
末
年
始
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。

　
　
　（
岡
部
　
恭
典
）

編 

集 

後 

記

議会を傍聴してみませんか？ 事前予約は不要ですので、
　お気軽にお越しください。

定例会　
会期日程は　
◀こちら

　令和７年７月28日（水）、さかい男女共同参画ネットワーク
と意見交換を行いました。
　全体会のあと２班に分かれて「男性議員・女性議員の視点で
の男女共同参画について」「男女共同参画の現状について」の
２つのテーマについて、活発な意見交換を行いました。いただ
きました意見は今後、議会活動の参考にさせていただきます。

■基本法が制定されて以降、職場では意識の変化がすすみ、男女の役割分担
に差はなくなっているように思うが、女性管理職はまだ少ない。女性の職
場での地位や在り方も時代と共に変化してきた。そういう状況を若い世代
に理解させる教育も必要ではないか。

■若い年代では比較的、男女の共同参画が浸透しているのではないか。家事や育児において、役割を分担するなど、
家族内で理解、協力ができていると感じている。地域や職場でも、そのような傾向になることが望ましいので、周
りの環境や機運を高めるためにも、女性の声をしっかり聞いてほしい。

意見交換会での
主な意見

意見交換会を

　  　実施しました


